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1 北海道若者活躍プロジェクトとは 

 

「北海道若者活躍プロジェクト」は、北海道と協力して立ち上げ、産業界、学界、官界、金融界

（以下「産学官金」という。）153機関（大学・高専 10校、地方自治体 15団体、経済団体 6団体、

金融 7行、企業等 115社）が連携して、「地域の中で若者が『やりがい』を持って働ける場を創出

し、道内定着の維持・向上を図る」ことを目的とした施策を推進する 3年間（令和 2年度～令和 4年

度）のプロジェクトである。 

本プロジェクトにおいては、室蘭工業大学が、北海道代表校として産学官金と協働して実施してき

た文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）」（平成 27年度～令和元年度）に

おける若者の道内定着に向け地域志向教育、雇用創出及び地元就職向上の取組みを継承しつつ、地域

の特性を踏まえた施策を推進してきた。 

 

 

2 事業実施体制 

 

 全道 10拠点を代表する大学・高専、地方自治体及び北海道の主要な経済団体・金融の 29機関（令

和 3年 10月 25日に 30機関）により、北海道若者活躍プロジェクト推進協議会を構成し、プロジェク

ト全体に係る活動の協議や拠点情報の共有を行った。また、各拠点では、その地域の大学・高専、地

方自治体、産業界による体制を構築し、地域特性に応じた自律的な活動を実施した。（図 1参照） 

①推進協議会の役割 

道内就職優遇制度を改善すること、若者に選ばれる企業に向けた方策等を全道レベルで検討するこ

と、拠点活動の報告を通じて情報共有を行うこと 

②産業界の役割 

学生ニーズ（具体的な仕事内容、社風・職場の雰囲気など）を捉えて、企業の魅力を学生に発信す

ること、学生に選ばれる企業に向け発展することや企業意識を醸成すること 

③各拠点の役割 

主体となって活動を実施し、道内就職率を把握するとともに、若者の道内定着の維持・向上に向け

た取組みを検討・実施すること、商工会議所及び経済団体の支部等が参画して地域雇用創出に向け

た取組みを産学官が連携すること 

 

 



 

図 1 北海道若者活躍プロジェクトの体制 

 

2-1 推進協議会 

2-1-1 構成 

 北海道 

6大学（室蘭工業大学、北見工業大学、北海道科学大学、公立千歳科学技術大学、小樽商科大学、 

稚内北星学園大学） 

4高専（苫小牧工業高等専門学校、旭川工業高等専門学校、釧路工業高等専門学校、 

函館工業高等専門学校） 

10自治体（室蘭市、北見市、札幌市、千歳市、小樽市、稚内市、苫小牧市、旭川市、釧路市、函館市） 

7経済団体（北海道経済同友会、北海道経済連合会、一般社団法人北海道商工会議所連合会、 

一般社団法人北海道 IT推進協会、一般社団法人機械工業会、 

一般社団法人北海道建設業協会、一般社団法人北海道中小企業家同友会） 

 2金融機関（北海道銀行、北洋銀行） 

※一般社団法人北海道中小企業家同友会は、令和 3年 10月 25日加入 

 

2-1-2 開催実績 

 【令和 2年度】 

  日 時 令和 2年 10月 9日（金）15:00-17:00 

 場 所 北海道大学学術交流会館 

 出席者 北海道、大学 6校、高専 4校、自治体 5機関、経済団体 4機関、金融 2行 

 議 題 1.若者に選ばれる企業に向けての推進方策 



 

 報 告 1.各拠点の活動状況 

  2.地域教育ワーキンググループの検討状況 

 

 【令和 3年度】 

  日 時 令和 3年 10月 25日（月）15:00-17:00 

 場 所 北海道大学学術交流会館 

 出席者 北海道、大学 6校、高専 3校、自治体 5機関、経済団体 4機関、金融 2行 

 議 題 1.一般社団法人北海道中小企業家同友会の参加 

2.若者に選ばれる企業に向けての推進方策 

3.地域教育ワーキンググループの検討状況 

 報 告 1.北海道及び各拠点の活動状況 

  2.令和 2年度就職状況 

 

 【令和 4年度】 

  日 時 令和 4年 10月 28日（金）15:00-17:00 

 場 所 札幌市教育文化会館 

 出席者 北海道、大学 6校、高専 3校、自治体 5機関、経済団体 4機関、金融 2行 

 議 題 1.令和 5年度以降の本プロジェクト 

 報 告 1.北海道及び各拠点の活動状況 

  2.令和 3年度就職状況 

  3.令和 4年度地域 PBL発表交流会 

 

 

2-2 拠点会議（拠点の活動） 

 10拠点（室蘭、北見、札幌、千歳、小樽、稚内、苫小牧、旭川、釧路、函館）の教育機関において

道内就職率の状況把握、地域の若者定着に関する情報共有を行った。 

 拠点の実情に応じて拠点会議を構成し、開催時期及び運営方法を各拠点で決定し、推進協議会にお

いて、以下のとおり活動状況を報告した。 

 令和 2年度 4ページ～22ページ 

 令和 3年度 23ページ～44ページ 

 令和 4年度 45ページ～75ページ 

  



 

以下、PDFで添付 

 

令和 2年度推進協議会 報告資料 19ぺージ 

 

令和 3年度推進協議会 報告資料 23ページ 

 

令和 4年度推進協議会 報告資料 31ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

2-3 地域教育ワーキンググループ 

 推進協議会の下に、本プロジェクト参加校及び企業をメンバーとして、以下 3点に関する具体的な

計画を立案することを目的に、令和 2年 8月 6日に「地域教育ワーキンググループ」を設置し、令和 2

年度 1回、令和 3年度 2回、令和 4年度 3回実施した。 

 

2-3-1 検討課題 

 ・地域志向人材育成プログラムの効果を共有 

 ・道内就職優遇制度の利用状況把握、制度見直し 

 ・地域 PBL発表交流会の実施方法検討 

 

2-3-2 構成 

3大学（室蘭工業大学、北見工業大学、北海道科学大学） 

 3高専（苫小牧工業高等専門学校、旭川工業高等専門学校、函館工業高等専門学校） 

 2金融機関（北洋銀行、北海道銀行） 

 5社（㈱ASCe、㈱北海道新聞社、北海道電力㈱、北海道 NSソリューションズ㈱、 

パナソニック ITS㈱） 

 ※北海道が令和 4年 5月から参加 

 

2-3-3 開催実績 

 【令和 2年度】 

  日 時 令和 2年 9月 16日（水）14:30-16:30 

 場 所 ZOOMによる 

 出席者 大学 2校、高専 3校、金融 2行、企業 4社 

 議 題 1.地域 PBL発表交流会の実施 

        2.道内就職優遇制度の現状と今後 

 報 告 1.地域志向人材育成プログラムの効果 

 

 【令和 3年度】 

  日 時 令和 3年 9月 28日（火）13:00-14:10 

 場 所 ZOOMによる 

 出席者 大学 3校、高専 3校、金融 2行、企業 5社 

 議 題 1.道内就職優遇制度の現状と今後 

        2.地域 PBL発表交流会の開催 

 

 【令和 4年度】 

  日 時 令和 4年 4月 28日（木）13:00-14:00 

 場 所 ZOOMによる 



 

 出席者 大学 2行、高専 1校、金融 2行、企業 4社 

 議 題 1.道内就職優遇制度の今後 

        2.地域 PBL発表交流会の開催 

 

  日 時 令和 4年 5月 31日（火）10:30-11:50 

 場 所 ZOOMによる 

 出席者 北海道、大学 2校、金融 1行、企業 2社 

 議 題 1. 地域 PBL発表交流会の開催 

        2.地域志向人材育成プログラム終了認証制度 

 

  日 時 令和 4年 9月 29日（木）13:30-14:50 

 場 所 ZOOMによる 

 出席者 北海道、大学 2校、高専 3校、金融 2行、企業 4社 

 議 題 1. 地域志向人材育成プログラム終了認証制度 

        2. 道内就職優遇制度 

        3. 地域 PBL発表交流会 

  



 

3 成果 

 

 本プロジェクトに参加する各校は、平成 27年度から開始された COC＋の取組みとして設けた地域にお

ける課題解決能力、俯瞰力及びコミュニケーション力を備えた人材を育成する地域志向人材育成プログ

ラムを設置・単位化することに合意し、平成 28 年度から室蘭工業大学を含む 8 校が同プログラムを提

供した。同プログラム修了者は、本プロジェクト参加企業へ就職を希望する際、「推薦枠」「一部採用試

験免除」「選考時の活動費支援」を受ける『道内就職優遇制度』を利用できる。 

 

3-1 人材育成の成果 

本プロジェクトの地域志向人材育成プログラムを 8校（4大学、4高専）が実施し、令和元年度以降毎

年修了生を輩出しており、各拠点における人材育成を着実に拡大させた。 

例えば、室蘭工業大学では 27 科目(地域教育 15 科目、地域課題教育 12 科目)を開講しており、その

中でも地域教育区分の「地域社会概論」及び「環境科学」の 2科目については、本プログラムのみなら

ず卒業要件においても必修科目として位置付けており、毎年度 1・2年次の昼間コース全学生(約 560人

×2学年)が履修している。 

また、小樽商科大学及び公立千歳科学技術大学では、本プログラムとは別に独自の地域教育を実施し

ており、地域志向人材を育成している。 

・プログラムの修了状況 

R1:3校 151名(室工大 111名) R2：6校 295名(室工大 103名) 

R3：5校 273名(室工大 99名)  R4見込み:8校  716名(室工大 541名) 

 

3-2 道内就職率の推移 

本プロジェクトの参加校の道内就職率は、プロジェクト開始前の 45%(H26-30平均)から 48%(R1-R3平

均)に向上しており、道内企業への定着率の向上が見られる。 

・プロジェクト参加校の道内就職率 

H26:44%(室工大 48%) H27:44%(室工大 47%) H28:43%(室工大 43%) H29:48%(室工大 43%) 

H30:46%(室工大 45%) R1:46%(室工大 38%) R2:50%(室工大 40%) R3:49% (室工大 46%) 

・プログラム修了者の道内就職者数 

   R1:43名(室工大 28名) R2:61名(室工大 22名) R3:61名(室工大 29名) 

・プロジェクト参画企業への就職者数 

H27:133名(室工大 40名) H28:146名(室工大 47名) H29:176名(室工大 48名) 

H30:162名(室工大 53名) R1:149名(室工大 37名) R2:166名(室工大 54名) 

R3:202名（室工大 52名） 

 

  



 

4 北海道若者活躍プロジェクト終了後の展開 

 

 本プロジェクトは、これまで整備した、地域拠点を実行の中心とした地域特性に応じた自律的なプラ

ットホームを活用して、各地域拠点機関及び関係機関が地域教育及び地域定着事業をそれぞれの取組み

として実施することとし、令和 5年 3月 31日をもって、プロジェクトとしての活動を終了した。 

 

○プロジェクトの枠組み 

  ・プロジェクトは、令和 4年度をもって終了する。 

・地域教育及び地域定着の取組みは拠点ごとに実施する。 

  ・就職状況は、各校で管理し、これまでのような情報集約は実施しない。就職状況の情報発信は、

各拠点で判断して実施する。 

○事務局機能 

  ・推進協議会及び地域教育ワーキンググループは、令和 4年度をもって終了する。 

○現プロジェクト会員との連携維持 

  ・現在の会員企業情報は各拠点に共有し、令和 5年度以降の地域教育及び地域 PBL教育等に、各拠

点の判断で活用する。 

○地域志向人材の育成 

・大学・高専は地域志向人材育成プログラムを、各校の取組みとして継続し、その内容は各校が個

別に決める。 

・上記プログラムの修了認証制度の継続については、各校が検討する。 

・各拠点における地域教育及び地域 PBL教育は、各教育機関と各企業が連携して継続する。 

・単位認定、修了認証を導入している大学・高専は、各校が定める基準により修了証を発行する。 

・地域 PBL発表交流会は継続することとし、今後の運営方法を検討する。 

○道内就職優遇制度 

・統一的な制度としては廃止するが、令和 6（2024）年 3月卒業予定者を対象として制度を残す。 

（令和 4（2022）年 10月現在で、大学 3年生及び高専 4年生は本制度を期待して、単位習得し 

ている場合が想定されるため。） 

○道内就職、若者に選ばれる企業の向上 

・各機関において、地方創生の観点から実施している、本プロジェクト(道内定着に向けた施策)に 

関連する各施策を継続して実施する。 

・各拠点の取組みや PBL発表交流会の取組みに関する情報発信及び情報共有の在り方について検 

討する。 

・道全体の連携ネットワークとして、北海道、各拠点、関係団体等の連携窓口を明確化し、相互 

に共有することにより、引き続き相互連携できる体制とする。 

・各拠点においては、地域定着に関する取組みを、地域の特性に応じ継続を検討する。 

  ・各会員企業は、これまでの連携実績等を踏まえ、各企業の活動として拠点活動において連携を図

っていく。 



 

・各関係団体は、各団体の会員企業との窓口として、各大学・高専が実施する地域教育への参画、 

 地域 PBL発表交流会への参画、各団体会員企業への周知、地域 PBL発表交流会会場の提供、魅力

ある企業情報の情報提供等において連携を継続し、PBL 教育等の企業と学生との交流等の活動に

より、若者に選ばれる企業となる基盤を継続していく。 

・各拠点において、地域定着に関する運営方法と取組みを令和 5年 2月までに検討し、実施す

る。 
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